
鳥取県米子市上後藤３-５-１        －養和会グループは、昭和５年８月９日に設立し、今年で９４周年を迎えました。広告

現代社会において、多様なストレスにさらされる機会が増
え、メンタルヘルス悪化などを要因とした精神疾患を抱える
患者数は年々増加しており、令和2年度に国が行った調査に
よると、その数は約600万人にものぼるとされています。
養和会では、そのような方々に寄り添うべく、外来、入院、

訪問などのさまざまな部署において、多職種チームで支援を
行う体制を整え、「薬物療法」「精神療法」「精神科リハビ
リテーション」による治療を行っています。

多職種チームでの支援

その人らしさに寄り添うリハビリテーション
養和会グループは、リハビリテーションを専門とするスタッフを豊富にそろえており、メンタル・認知症・フィジカルに対する

ケアを3つの柱とする「心と体のリハビリテーション」を掲げ、医療・介護・福祉サービスを提供しています。この紙面では当グ
ループの取り組みをシリーズで掲載しており、今回は、メンタルリハビリテーションについてご紹介します。

精神疾患は、統合失調症、うつ病、不安障害などさまざま
な病気があります。養和会では、当事者、ご家族に対して、
その病気について理解を深めていただき、再発を予防するた
めにどのようなことに気をつけたら良いのかなど、一緒に考
えていく心理教育を実施しています。

ホームページ FacebookInstagram

病気を知る

ストレス対処能力を高めたりするには、リハビリテーションや
精神療法が重要となります。リハビリテーションは、症状や
状態に合わせつつ、本人の持っている力を活かしながら、地
域で安心して生活が送れるようさまざまなプログラムを用い
て行います。入院中から専門職による評価のもと、作業療法
を導入し、集団でのプログラムや運動、レクリエーションな
どを行います。退院後も、デイケアや福祉事業所での生活訓
練や就労継続支援などを通じて、リハビリテーションを継続
しています。

養和会では、ご本人の「こうありたい」「こうしたい」な
どの思いを尊重し、その人らしく地域で生活していただける
ように入院時から退院後の生活を見据え、グループ内で医療
と福祉が連携してお一人お一人を支援しています。

地域生活を支える

さまざまなリハビリテーション
病気の症状から派生して生じる生活のしづらさを軽減したり、
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